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避難場所の
確認

野菜のひとりごとざいりょう

つくりかた

〈京野菜料理　Ke-ko〉

★イチゴ（ジャム用）　　 200g
　　　　（トッピング用）　 ８個
★砂糖（ジャム用）　　　 100g
　　　（ムース用）　　　　50g
★レモン汁　　　　　　　少々

★新玉ねぎ 　　　　４個
★クリームチーズ　125g
★ゼラチン　　　 　 ５g
★生クリーム　　 100cc
★ヨーグルト　　  200g

（４人分）
イチゴは1840年頃
オランダから長崎に
入りました。果実のな
かで、最もたくさんの
ビタミンＣを含んで
います。

イチゴのヨーグルトムース  新玉ねぎ添え

①　ジャム用のイチゴを耐熱容器に入れ、砂糖100gをまぶし、約15分置く。
②　①を電子レンジで１分加熱し、軽くかき混ぜる。（これを計４回繰り返す）
③　全体的に泡がたつ状態になれば、レモン汁を

加える。（色が赤くなります）
④　耐熱容器にクリームチーズを入れ、電子レンジ

で１分加熱する。
⑤　ゼラチンを水でふやかして、電子レンジで１分加熱する。
⑥　④に、③・⑤と砂糖50g、生クリーム、ヨーグルト
を入れてかき混ぜ、冷蔵庫で約30分冷やす。

⑦　縦に８等分した玉ねぎを耐熱容器に入れ、レンジ
で４分加熱する。

⑧　玉ねぎの真ん中に⑥を載せ、イチゴをトッピング
したらできあがり。

１分

１分

１分

30分

４分

×４

こころこころこころこころこころ
～北区の地域
　 福祉の推進～

たす

＋＋＋エ
コ
ま
ち
通
信

エ
コ
ま
ち
通
信

エ
コ
ま
ち
通
信

き
た

　雲ケ畑フォトコンテスト冬の部を募集したところ、多数のご応
募をいただきました。
　写真家の水野克比古氏他による厳正なる審査の結果、以下の最
優秀作品、優秀作品を選出いたしました。今回選出された作品を
はじめ、ご応募いただきました作品の一部は北区役所にて展示し
ています。
問合せ　まちづくり推進課　☎432-1208

最優秀作品（１点） 優秀作品（２点）

第３回「雲ケ畑の四季」フォトコンテスト
冬の部　最優秀作品が決定！

「つらら」
上前圀夫さん
（長岡京市）

「雪舞う里」
梶田善子さん（下京区）

「春を待つ里」
村上正亘さん
（宇治市）

北区が誰にとっても住みよいまちになることを目指し、福祉に関
する情報を発信していく当コーナー☆
人と人とが出会い、そしてココロとココロがつながるきっかけに

なるコーナーにしていきます。乞うご期待�

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
出
す

と
き
に
は
、
京
都
市
が
収
集
す

る
場
合
は
市
の
指
定
ご
み
袋
を
、

民
間
業
者
（
一
般
廃
棄
物
許
可

業
者
）
が
収
集
す
る
場
合
は
透

明
な
ご
み
袋
（
無
色
透
明
又
は

白

色

透

明
）
を
使

用
し
て
い

た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
ご
み
の
収
集
や
ご
み
分

別
な
ど
の
ご
相
談
の
ほ
か
、
新

し
く
京
都
市
に
転
入
さ
れ
た
方

に
は
、
市

収
集
の
お

試
し
用
の

指
定
ご
み

袋
を
お
渡

し
す
る
と
と
も
に
、
お
住
ま
い

に
な
ら
れ
る
地
域
の
ご
み
収
集

日
な
ど
、
ご
み
の
正
し
い
出
し

方
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

北
区
役
所
２
階
に
窓
口
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
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日時 ５月９日（月）

午後２時～３時３０分（受付 午後１時３０分～）

場所 北区役所３階 第４、５会議室

参加費 無料

申込方法 ５月２日（月）必着で、はがき、ファク

スまたは電子メールにより、ボランティア保険説

明会受講希望と明記し、氏名（ふりがな）、住所、

電話番号、受講動機を下記までお送りください。

問合せ 北区社会福祉協議会・北区ボランティアセ

ンター 〒６０３―８１４３ 北区小山上総町３

�４４１―１９００、�４４１―８９４１
E―mail:info@kitaku―syakyo―kyoto.jp

地域における福祉活動の推進

において、多くの区民の皆様が

安心してボランティア活動に参

加できるよう、北区ボランティ

アセンターではボランティア保

険の加入をすすめています。保

険についての様々な説明はもち

ろんのこと、こんな時はどうな

るの？と不安に思っていること

も質問できる説明会を開催しま

す。関心のある方は奮ってご参

加ください。

地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
１０
カ
条

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
等
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
自
主
防
災
活
動
が
極
め
て
重

要
に
な
り
ま
す
。

今
一
度
、
家
族
や
自
主
防
災

部
で
避
難
、
連
絡
方
法
、
地
域

の
集
合
場
所
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
と

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▼
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

１０
カ
条

�
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
図

る
�
す
ば
や
く
火
の
始
末

慌
て
ず
、
騒
が
ず
冷
静
に

�
出
口
を
確
保
す
る

�
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

�
外
へ
逃
げ
る
時
は
慌
て
ず
に

	
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
、

川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い



山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波

に
注
意
す
る

�
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最

小
限
に
す
る

※
家
族
構
成
な
ど
を
考
え
、
飲

料
水
、
非
常
食
、
懐
中
電
灯

な
ど
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
ま

と
め
て
お
き
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

�
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
応

急
救
護


正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、
余

震
に
注
意
す
る

問
合
せ

北
消
防
署
総
務
課
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立
命
館
大
学
高
齢
者
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
大
学
内
で
実
施
し
て

い
る
「
音
読
・
計
算
活
動
」（
文

章
の
音
読
と
簡
単
な
計
算
を
高

齢
者
に
継
続
し
て
も
ら
い
、
そ

の
効
果
を
測
る
活
動
）
と
北
区

内
の
地
域
で
実
施
す
る
「
北
区

脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
い
き
い
き
教

室
」
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

た
だ
し
、
メ
ー
ル
（
携
帯
メ

ー
ル
を
含
む
）
に
よ
る
連
絡
が

可
能
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

�
活
動
日
�

・
立
命
館
大
学
で
の
サ
ポ
ー
ト

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
い
ず

れ
か
の
午
前
中

・
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト

教
室
を
開
催
す
る
学
区
に
よ

り
、
曜
日
と
時
間
帯
は
異
な

り
ま
す
。

�
サ
ポ
ー
タ
ー
説
明
会
�

日
時

４
月
２３
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
正
午

場
所

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ

ン
パ
ス

創
思
館
１
階

カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

問
合
せ

立
命
館
大
学
人
間
科

学
研
究
所
高
齢
者
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
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総
務
課
企
画
・
広
報
担
当
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１
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ボランティア保険の説明会開催�

「
音
読
・
計
算
活
動
」
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
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